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いいまち合金夢のまち

，. 

緑柳会による優美な舞踊

11月5日に行われた第31回会金町総合文

化祭「芸能まつり」から。

お稽古を積み重ね大勢の観客の前で「む

らさき楕話」の舞踊を披露しだ、若柳流緑

柳会の山崎桃子さんと笠原梨絵さん。
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今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き

3
名、

1
団
体
表
彰
受
け
る

今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ
い
た

表
彰
式
が

U
月

2
目
、
町
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
、
功
労
表

彰
と
し
て
佐
藤
茂
さ
ん
、
善
行
表

彰
と
し
て
川
村
正
夫
さ
ん
、
田
中

春
次
さ
ん
の

2
名
と
旧
今
金
日
石

株
式
会
社
の

l
団
体
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

今
金
町
表
彰
条
例
は
、
町
の
政

治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
、
そ
の

他
各
般
に
わ
た
っ
て
町
の
振
興
に

寄
与
し
、
大
勢
の
方
々
か
ら
模
範

と
認
め
ら
れ
る
行
為
が
あ
っ
た
方

に
対
し
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

功
労
表
彰
者

佐
藤

茂
さ
ん

肝
歳

昭
和
問
年

ω月
げ
日
か
ら
今
金

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
多
年
に
渡
り
税
務
行
政

の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
税

の
公
平
か
つ
適
正
な
る
課
税
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
、
町
の
発
展
と
地

方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

善
行
表
彰
者

JII 
村

正
夫
さ
ん

町
歳

川
に
対
し
浄
財
を
寄
付
さ
れ
稿

祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も

に
、
福
祉
行
政
推
進
に
尽
力
さ

れ
、
町
の
発
展
と
地
方
自
治
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

田
中

春
次
さ
ん

引
歳

平
成

2
年

1
月
i
日
か
ら
平
成

日
年
ロ
月
白
日
ま
で
の
叩
年
間
に

わ
た
り
、
神
丘
連
合
自
治
会
長
を

， 

• • 

納FR
税虫
功序
円労手

言霊2
固有歩

言受
E け
Eる
蓄

日
月

6
目
、
槍
山
支
庁
会
議
室

に
お
い
て
納
税
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
.
八
東
宝
田

・
更
正
納
税

貯
蓄

組

合

(

組

合

長

田

畑

友

明、

組
合
員
数
日
以
名
)
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
昭
和
お
年
に
今
金

町
の
八
束
地
区
に
、
自
主
納
税
意

識
の
向
上
、
納
税
思
想
の
普
及
及

び
組
合
員
相
互
の
親
睦
融
和
と
連

帯
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
設
立
さ
れ
た
組
合
で
、
組
合
設

立
以
来
、
長
年
に
わ
た

っ
て
納
期

内
完
納
を
継
続
す
る
な
ど
、
健
全

な
発
展
を
遂
げ
、
過
去

5
年
間
の

納
税
率
は

1
0
0
%
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
口
座
振
替
制
度
導
入

以
来
、
早
期
よ
り
地
域
、
く
る
み

で
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
行

う
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

同
組
合
は
昨
年
も
八
雲
地
区

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰

を
受
け
て
い
ま
す
。

新教育長に総務課長の

稲木弘幸さん(57歳)が就任

歴
任
し
、
自
治
会
活
動
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
町
の
発

展
と
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

2
2可

E

，縄岨
・F偽
ω

旧
今
金
日
石
株
式
会
社

辺
年
間
首
業
し
て
い
た
会
社
を

解
散
し
、
町
に
対
し
浄
財
を
寄
付

さ
れ
福
祉
行
政
の
向
上
、
推
進
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
町
の
発

展
と
地
方
自
治
の
娠
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

日
月
は
日
付
け
で
、
大
塚
教
育

長
が
任
期
満
了
と
な
っ
た
こ
と
に

伴
い
、

ω月
お
日
の
臨
時
町
議
会

に
お
い
て
、
教
育
委
員
と
し
て
任

命
を
受
け
て
い
た
稲
木
総
務
課
長

が
、
翌
日
目
、
教
育
委
員
に
よ
る

委
員
会
が
開
か
れ
、
互
選
に
よ
り

教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

稲
木
さ
ん
は
、
昭
和
ぬ
年
技
師

補
と
し
て
今
金
町
に
採
用
さ
れ
た

の
を
皮
切
り
に
各
課
を
歴
任
し
、

平
成

3
年
に
は
企
画
調
整
課
長
と

な
り
、
国
保
病
院
事
務
長
、
議
会

事
務
局
長
を
経
て
平
成
日
年

6
月

に
総
務
課
長
と
な
り
ま
し
た

稲
木
教
育
長
は
今
後
に
つ
い
て

「新
し
い
時
代
を
担
う
、
今
金
の

子
供
達
の
た
め
に
教
育
環

境
を
よ
り
精
度
の
高
い
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る

学
校
教
育
施
設
や
社
会
教

育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
。」

と
語

っ
て

い
ま

し
た
。

• • 企写真左から佐藤茂吉ん、川村正夫さん、田中春次さん‘
旧今金日石株式会社を代表して川村美鎗さん

細
川
教
育
委
員
再
任

細
川
信
一
さ
ん

(引
歳
)

ω月
お
日
の
臨
時
町
議
会
に
お

い
て
、
細
川
信

一
さ
ん
が
教
育
委

員
と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

大
塚
教
育
長
退
任

大
爆
勝
三
さ
ん

(印
歳
)

大
塚
教
育
長
が
U
月
ロ
日
を
も

っ
て
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

日
月

8
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
自
治
会

・
町
内
会
連
合
会

会
議
が
開
催
さ
れ
、
会
議
の
席
上

で
5
年
以
上
会
長
職
を
歴
任
さ
れ

た
4
自
治
会
長
に
村
本
町
長
か
ら

感
謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次
の

4
自

治
会
長
で
す
。
(
敬
称
略
)

(2) 

-
八
束
、栄

.
花
石
下
地
区

.
下
豊
田

-
日
進

木犬緒大
俣塚方越

一一藤
忠利雄夫

「浅
学
非
才
の
身
で
教
育
長
の

重
貨
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
公

私
に
亘
る
ご
指
導

・
ご
鞭
縫
の
賜

と
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
は
、

H

い

い

ま

ち

い

ま

か

ね

疹

の

ま

ち
H

を
支
え
る
一
員

と
な
り
新
た
な
人
生
の
出
発
と
し

て
何
か
役
立
つ
有
意
義
な
日
々
を

過
ご
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま

す。
」
と
大
塚
さ
ん
が
語
っ
て
い

ま
し
た
。

楳長 手室 I総事 量務
でり

人事
退職 人 11

画 画
お事異動 月

商(調盤 調整
総務
査 課 知 13 動異
ら日

工課 課 b: 以;ム せが 付 の
重 観光長兼商

t果 いあけ

稲木長)外崎 函F猿凋 た りで お

回隊長工
し ま次

知b 

秀人 課長) 

ましの
観

弘幸 すたと せ実 光 のお
ノ

〕3
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U
月
7
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
後
志
利
別
川
清
流
保
護
の

会
(
会
長
田
中

一
夫
)
が
、
過

去
5
度
清
流
日
本

一
と
な
っ

r

(
毎
年
全
国
の
一
級
河
川
を
対
象

に
建
設
省
が
実
施
し
て
い
る
水
質

調
査
。
今
年
は

6
位
)
利
別
川
を

1
0
0
年
前
の
き
れ
い
な
川
に
取

り
戻
そ
う
と
、
北
海
道
環
境
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
九
津
見
奈
保
美
さ
ん

を
講
師
に
招
き
「
と
り
も
ど
そ
う

1
0
0
年
前
の
き
れ
い
な
利
別
川

に
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
生
活
排
水
の
こ
と

に
ふ
れ
、
特
に
家
庭
で
の
流
し
汁

を
如
何
に
し
て
汚
さ
ず
流
す
か
。

例
え
ば
揚
げ
油
を
大
さ
じ

一
杯

(
m
d
)
生
活
排
水
と
し
て
流
し

た
場
合
、
魚
が
す
め
る
ま
で
薄
め

る
に
は
浴
槽

(mt)
で
日
係
分

も
の
水
が
必
要
と
な
る
そ
う
で
す
。

揚
げ
油
は
、
こ
し
器
を
利
用
し
差

し
油
を
し
な
が
ら
使
う
と

ω回
以

上
は
使
え
、
使
い
切
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
提
唱
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
利
別
川
の
清
流
日
本

一

復
活
を
目
指
す
た
め
流
し
汁
に
ひ

と
工
夫
を
。

第
三
十

， 

ザイパ
ん

に
!
キ

C

'
ア
美

4

陣
担
保

環
奈
道
見
海
津
北
久
企• • 

ー圃圃・

団
総
合
文
化
祭

展
示
部
門
お
団
体
、

芸
能
部
門
口
団
体
、

今
年
で
引
回
目
と
な
っ
た
総
合
文

化
祭
、
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
展

示
部
門
に
は
団
体

・
個
人
合
わ
せ
“

団
体
が
出
展
し
ま
し
た
。
体
育
館
で

は
展
示
の
他
、
表
千
家
流
和
幸
会
に

よ
る
お
茶
会
、
婦
連
協
に
よ
る
そ

ば

・
う
ど
ん
の
即
売
、
母
と
女
教
師

の
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
な
ど
も
行
わ

れ
、
文
化
祭
に
は
欠
か
せ
ら
れ
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
芸
能

発
表
部
門
に
は
、

U
団
体
が
参
加
し

日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
し
、
大
き

な
摘
手
が
会
場
内
に
沸
き
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
に
よ

る
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
や
将
棋
愛
好

会

・
囲
碁
愛
好
会
に
よ
る
大
会
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

8
個
人
が
出
展

文
化
部
門
2
団
体

同..  園田

務担
14， 

商
工
会
青
年
部
と
光
の
里
学
闘
が

主
催
し
た
、
子
供
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

「ひ
だ
ま
り
」
の
酋
側
に
あ
た
る

町
道
を
歩
行
者
天
国
と
し
た
会
抑制
で

は
、
景
品
が
当
た
る
ア

l
ト
バ
ル
ー

ン
コ
ン
テ
ス
ト
や

O
×
ク
イ
ズ
、
ス

マ
ー
ト
ボ
l
ル
や
パ
チ
ン
コ
射
的
な

ど
の
ゲ
l
ム
、
綿
あ
め
、
豚
汁
な
ど

が
無
料
で
提
供
さ
れ
手
が
凍
え
る
ほ

ど
の
寒
い
日
で
し
た
が
、
子
供
た
ち

に
と
っ
て
は
と
て
も
満
足
な

一
目
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

[4) 

⑪
 

⑭
 
函
館
闘
発
建
設
部
瀬
棚
道
路
総
合
事
業

所
(
所
長
早
坂
恵
慈
)
で
は
、
こ
の
ほ

ど
ロ
月
初
日
開
通
す
る
渡
島
半
島
横
断
道

路
花
石
道
路
脇
に
、
道
路
の

P
R
、
開
通

記
念
、
子
供
た
ち
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、
花
石
小
学
校
(
校
長
大
口
貢
)
に

呼
び
か
け
児
童
4
名
、
先
生
3
名
に
よ
り

ヤ
マ
ハ
ギ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
2
種
類
あ

わ
せ
て
似
本
の
苗
木
が
値
え
ら
れ
ま
し

た。
ヤ
マ
ハ
ギ
は
春
か
ら
秋
に
か
け
紅
紫
色

の
蝶
型
の
花
が
咲
き
ま
す
。
イ
タ
ヤ
カ
エ

デ
は
秋
に
黄
葉
す
る
カ
エ
デ
の
代
表
的
な

木
で
す
。
来
年
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
そ
う
で
す
。

闘縄ヨ
1 1月4日
~6 日

関(
?で調Rミ三ー』

圏
展
示
部
門
の
特
別
展
示
と

し
て
、
道
新
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ

ク

「北
海
道
五
十
五
景
」
に

連
載
す
る
な
ど
幅
広
く
活
躍

さ
れ
て
い
る
、
札
幌
市
在
住

の
三
苫
麻
由
子
さ
ん
の

「み

と
ま
ま
ゆ
こ
切
り
絵
原
画

展
」
が
総
合
体
育
館
の

2
階

研
修
室
で
行
わ
れ
見
学
者
を

魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• l年末年始の休みのお知らせ
役場・国保病院・その他機関・温泉

• • 
年末 ・年始の役場庁舎、 町関係機関の休みは、 12月29(金)が御用納、 1月9日(火)が御用始めとなる

ところですが、10日間に及ぶ長い休みとなることから、聞l民の皆さんに諸手続等こe不使をおかけすることの

ないように、 1月5日(金)を臨時|淵庁し窓口業務を行います。

|川町
役場
教育委員会

国保病院
老人保健

町民センター
総合体育館 老人福祉

種川温泉
あったか

としべつ 施設 学習センタ センター らんど
(事務所内)

12月29日(金) 通常 通常 通常 通常 休館 通常 通常 通常

12月初日(土) 休業 休業 休業 午後から休館 休館 休館 通常 通常

12月31日(日) 休業 休業 休業 休館 休館 休館
午前10時 午前10時
~午後3時 ~午後41時

l月l日(月) 休業 休業 休業 休館 休館 休館 休業
午前11時
~午後4時

1月2日(火) 休業 休業 休業 休館 休館 休館 通常 通常

1月3日(水) 休業 休業 休業 通常 休館 休館 通常 休 業

1月4日(木) 休業 休業 休業 通常 休館 休館 休業 通常

1月5日(金) 通常 通常 部分開業 通常 通常 休館 通常 通常

l月6日(土) 休業 休 業 休業 通 'I¥;r，' 通常 休館 通常 通常

1月7日(日) 休業 休業 休業 通常 通常 休館 通常 通常

l月8日(月) 休業 休業 休業 休館 通常 休館 通常 通常

※各施設等関係機関、次のとおりとなります。緊急用務のときは聖子備員に申し出て下さい。
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長万部町
-211!!:紀の幕開け~

熊 文 戚-と~んとm火花108発. 石 町 町
“冬に華咲く長万部"と題し、元 手騒Iζ盲11ス~;Kン 『国民湿宗保養センター』
互に108発の花火を打ち上げます。 札幌市の料亭などに出荷してい 広穴な貝取澗渓谷の保養温泉地
21世紀で 番早い結婚式が行われ るスッポンを、熊石の味として手 に位置する身も心もあったかにな
るなど、催し物が盛りだくさん。 軽に味わっていただけるよう、あ

る温泉。
-日時/1月l日 午前O時 っさり醤油味スープとスッポンを

-場所/飯生神社広場 缶詰にした「くまぽん」を販売し お風呂から眺められる凹季折々

※振舞酒のサービス、年越しそば ています。同昆の水と季節の野菜 の景色、周辺には遊歩道や公園も

の屋台もあります。 を加えて煮込めばご家庭でスッポ あり、大成町の大自然を満喫でき

-お問い合わせ先/ ン鍋がお楽しみいただけます。 ます。
実行委員会801377-2-4545 -販売{illi格/1缶 2，000円

争場所/大成町字員取ms
-お問い合わせ先/ひらたない荘

801398-2-3330 -入浴料/大人260円、小人50円 J 

平成12年度

集団現地選考会のお知らせ 国の教育ローンのご案内

(6) 

高校や大学 ・専門学校 ・各種学校などへ進学するための

諸費用や、在学中の授業料 ・下宿代など、お子様の教育に

必要な資金を融資する公的制度として、低利な 「国の教育

ローン」がお役に立ちます。 (i毎外の学校への留学資金も可)

四季折々に変わる露天!l，¥8からの風
m 
"、。
心と体を。いやすH 効果は抜群です 11
・日帰り入浴料/大人3削円・中学生310
円 中人150円小人(6歳未満)無料
・宿泊料/大人5.950円 中学生5，800 
円 中人5，380円・小人4.850円
※11月1日-4月30日の聞は、別途暖房
料として1名織310円が加算されます0
・お問い合わせ先/
八雲町商工観光労政烈
2iOI376-2-2111 内線342

・予約/町営温泉おぼこ荘
2i01376-3-3123 

ご融資の概 要

学生 ・生徒お一人につき200万円以内

年2.4% (固定) [平成12年II月10日現在]

10年以内
交通遺児家庭および母子家庭の方について

は、 1年の延長が可能です。

在学期間以内で元金の庶誼ができます。

(ご返済期間に含まれます。)

(財)教育資金融資保証基金または保証人

(1名以上)

毎月元利均等返済

ボーナス月憎額返済(ご融資額の25，のl以内)や
ステッブp返済[ご起訴を連中でm額するもの)もできます。

教育ローン係

八雲町
<>町曽温泉おlまこ荘<>

32 No ]リド-JL変滝本ツトワーヲ騎報

国民生活金融公庫函館支底

80138-23-8291 

ムなどを豊富に含んでいて、しか

も食物繊維たっぷりの低カロリ

ー。整腸・便利、改善・鮎尿病の方

今、話題のフラクトオリゴ糖・

ビタミンA.ビタミンC・カリウ

-規格/4kg話 S、M、L
・価格/M 2，400円

・お問い合わせ先/若松農業協同

北槍山町
・ヘルシー野菜ヤーコン・

の健康をバックアップします。

ご融資額

利率

ご返済期間

据置期間

吉正

ご返済方法

※ご相談先

組合 801378-5-1331 

保

冬
期
間
、
道
外
で
の
出
稼
(
就

労
期
間
は
お
お
む
ね

4
カ
月
か
ら

6
カ
月
)
を
希
望
す
る
方
の
た
め
、

東
京

・
神
奈
川

千
葉
・
埼
玉
・
愛

知
・
大
阪
等
の
事
業
所
に
よ
る
集

団
現
地
選
考
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

函
館
市
湯
川
町
l

凶

凶

3
、
会
場
の
駐
車
場
が
混
雑
す
る

場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
電
車
・
パ
ス
等
の

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

瀬棚町では、クリスマスになるとアイ
スキャンドルが色鮮やかに商庖街を彩り
ます。このクリスマスアイスキャンドル
は、毎年商工会青年部がI辿問かけて約
1，000個製作し、クリスマスの商高街を
明るく活気づけます。当日はあわせて尚
!苫街によるクリスマスタイムパーゲンも
開催します。
皆さんも是非この幻想的なアイスキャ
ンドルをこt覧になってください。
.実施日/12月24日夕方頃を予定
・お問い合わせ/瀬棚町尚工会背年部
(事務局商工会)2i01378-7-3435 

瀬棚町
・クリスマスアイスキャンドル.

4
、
お
問
い
合
わ
せ
先

ハロ
l
ワ
ー
ク
函
館
(
函
館
公

共
職
業
安
定
所
)
職
業
相
談
第

I
部
門

8
0
1
3
8
1
m
ー

0
7
3
5

内
線
4
3
5

ー
、
開
催
日
時

平
成
ロ
年
ロ
月
同
日
(
月
)

午
前
問
時

1
午
後
3
時

2
、

会

場

花

び
し
ホ
テ
ル

• 

• 

4 

• 

• 

切
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
消
費
税
を

も
っ
と
下
げ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
が
私
の
今
の
気
持
ち
で
す
。

私
は
、
税
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

学
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
税
の
大
切
さ

や
税
の
使
い
道
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
沢
山
の
人
達
に
も
、
ま

だ
ま
だ
税
に
っ
て
い
ろ
い
ろ
学
ん

だ
り
、
考
え
た
り
し
て
み
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
が
税
の
使
い
道
に

対
し
て
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、

国
民
が
働
い
て
払
っ
て
い
る
税
金

を
ム
ダ
使
い
し
な
い
で
欲
し
い
と

い
う
こ
と
だ
け
で
す
。

こ
の
作
文
は
、
全
国
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
が
中
学
生
を
対
象
に

「税
に
つ
い
て
の
作
文
」
を
募
集

し
た
も
の
で
、
八
雲
税
務
署
管
内

か
ら
は

5
校
1
3
0
編
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
厳
選
な
る
審
査
の

結
果
、
桜
庭
舞
さ
ん
の
作
文
が
八

雲
税
務
署
長
貨
を
受
賞
し
ま
し
た
。

※55運動(スピードダウン・シートベル
ト着用)で交通事故を未然に防ごう!

交通事故死ゼロ日数 27日

今金町の

寝過事故発生状況
10月発生 10月末現在
1件 10件
1名 2名
O名 20名

察
、
消
防
な
ど
の
組
織
を
維
持
、

運
営
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
で
す
。

国
民
が
税
を
払
わ
な
い
と
税
で

運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
続
け
ら

れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
消

費
税
も

3
%
か
ら

5
%
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
国
民
の
負
担
が
増
え
て

し
ま
い
、
私
も
時
々
税
の
大
切
さ

を
知
り
な
が
ら
も
、
そ
の
こ
と
を

快
く
恩
わ
な
か

っ
た
り
し
ま
す
。

時
々
テ
レ
ビ
で
脱
税
と
い
う
言

葉
を
見
聞
し
ま
す
。

そ
の
人
た
ち
は
税
を
払
わ
な
い

と
罪
に
問
わ
れ
る
と
知
っ
て
い
な

が
ら
何
故
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

私
も
昔
は
自
分
達
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
と
知
ら
ず
、
税
金
な

ん
て
払
っ
て
何
に
な
る
ん
だ
。
な

ん
て
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
今
は
そ
う
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
私
が
年
を
取
っ
た
ら
、
税

金
の
お
か
げ
で
年
金
を
も
ら
え
た

り
、
医
療
費
も
軽
く
済
ん
で
と
て

も
暮
ら
し
ゃ
す
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
税
は
と
て
も
大

税
に
つ
い
て

今
金
中
学

校

三

年

桜
庭

舞
さ
ん

ロ
月
幻
日
発
行
の
広
報
紙
「
新

年
号
」
に
は
、
同
じ
く
八
雲
地
区

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
を
受

賞
し
た
佐
々
木
絞
さ
ん
の
作
文
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。

発生件数
死者数
傷者数

私
は
最
近
、
税
に
つ
い
て
の
考

え
方
が
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
初

め
税
金
は
な
ぜ
払
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
か
、
な
ん
の
た
め
に
払

う
の
か
な
ど
税
の
事
に
つ
い
て
は

何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

所
得
税
や
消
費
税
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
所
で
私
た
ち
国
民
は
税
を
払

っ
て
い
ま
す
。
何
年
か
前
の
私
は
、

「
税
金
は
何
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
」
と
い
う
事
に
ち
っ
と

も
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
最
近
、
税
の
事
を
勉
強
す

る
よ
う
に
な

っ
て
、
「
税
の
使
い

道
」
に
つ
い
て
知
り
ま
し
た
。
福

祉
事
業
や
年
金
、
公
共
施
設
や
警

jzJEB--
E
i
f
i
J
E
t
t
i--zfEif--
j
z
z
t
i
ti
--Ef--
f
ILEi--fIf--J 

F

d
 

い

た

す

こ

か

収

け

い

ろ

う

ぴ

労

は

ら

れ

少

し

哀

し

き

敬

老

日

今

村

由

井

子

会

か

ぜ

な

ほ

だ

い

ニ

ん

じ

よ

う

で

き

』ロ一

風

鳴

っ

て

干

し

大

根

の

上

出

来

に

杉

本

あ

い

俳

d
し
ゅ
う
り
ん
お
う
な
お
お
し
ん
り
ょ
う
じ
よ

E

缶

秋
森
や
姐
の
多
き
診
療
所

戸

沢

慶

秋

利

あ
し
う
ら

こ

み

ふ

か

ん

‘

足

裏

に

木

の

実

踏

み

し

を

感

じ

を

り

芳

賀

あ

き

え

い

は

怠

そ

じ

い
ま

5

き
ょ
う
あ
き
と
も

u

t
七

十

路

の

未

だ

不

器

用

秋

灯

す

佐

藤

朝

子

一

z
t
m
ふ

う

せ

つ

ま

と

か

し

ゃ

ふ

え

惚

そ

{

風

雪

を

線

へ

る

貨

車

の

笛

細

し

阪

井

み

え

お

あ

の

が

ん

M
b〈
も

た

よ

今
金
中
学
校
校
長
室
で
押
野
誠
一
八
雲

税
務
署
長
か
ら
賀
状
と
記
念
品
を
受
け

る
桜
庭
さ
ん
(
刊
/
M
)

〕7
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国勢調査
ご協力ありがとうございました

12JJ は
道税の納税推進強調月間です。

10月l日を基準日として行われました、平成

12年国勢調査 (17回目)も町民の方々及び調査

員のご協力をいただき、取りまとめすることが

できました。

調査結果につきましては、

局より速報が発表される

ことになっており、発表

があり次第広報紙で公表

いたします。

1月頃総務庁統計

道では、 12月を自動車税を重点とした道税の納税

推進強調月間として、滞納整理を実施します。

まだ、納められていない方は、至急納税されます

ようお願いします。

道税は、道がいろいろな仕事を行うための貴重な

財源です。納税にご協力ください。

ハ
口
l
ワ
l
ヲ

か
ら
の
宙
知
ら
芭

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な
お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
一雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
平
成
刊
は
年
刊
は
月
分

ロ
月
日
日
(
水
)

午
前
9
時

1
午
後
5
時

ロ
月
別
日
(
木
)

午
前
9
時

1
午
後
5
時

ロ
月
お
日

(月
)

午
後
2
時

1
午
後

5
符

ロ
月
初
日
(
火
)

午
前
日
時

1
午
後

5
時

ロ
月
幻
日
(
水
)

午
前

9
時

1
U時

。
連
絡
先

[北
槍
山
職
業
相
談
室
]

8
0
1
3
7
8
4
5
7
2
4
 

[ハロ
l
ワ
I
ク
函
館
]

8
0
l
3
8
2
6
0
7
3
5
 

[ハロ
l
ワ
ー
ク
八
雲
]

8
0
1
3
7
6
1
2
1
2
5
0
9
 

納税についてのご相談は、槍山支庁総務部税務課

納税係にお問い合わせください。

(TEL 0 1 3 9 5 -2 -1 0 1 0 内線236 1) 

また、道税に関するお問い合わせは、道税ホーム

ページでもお受けしております。アドレス (http:/

/www. pref. hokka i do. jll/sollmll/slI1-ze i lI1u/) 

， 

《企画調整課統計係))

記こ 厳守が容内な員が本 • • 時 統製造等従平の平 に 12
入 におお年 の業成実成 行月

15 
をさつ 、伺 12 j資実向者 12 態 12 オコ 31 
おれい調査 い月 30年を年 れ日
胸、まて しか 人石調査 工 ま現
いすは票まら 態以油 業 す在
しの 、にす来 を上等消 統計

。で このまで統記。年

査製喜高 協力皆様
す 、 入 1

調査 次

。数{イ等与 法し 月 の
にて

1事所業旦 青|
統
<へ今北通 基つ い か 昔|

産商業 の た
.t 調 だ

金海 正きだ て の調査 査 さ
確秘色、 い 調査 石油 ↓ 

カt
l，¥ 町道省 な た 同
ノ

国
民
年
室
は

忘
れ
ず
じ
納
め
ま
し
ょ
う

初
歳
に
な
っ
た
と
き
、
就
職
や
退
職
、
結

婚
な
ど
の
人
生
の
節
目
で
き
ち
ん
と
年
金
異

動
の
届
出

・
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
町
民
割
問
年
金
係
》

• • 

利
別
天
隔
の

倶
間
関
胎
予
定
に
す
い
て

利
別
大
橋
の
供
用
開
始
に
つ
い

て
は
、
平
成
同
年
7
月
上
旬
を
目

途
と
し
て
事
業
推
進
し
て
い
ま
す

の
で
ご
了
承
、
こ
協
力
願
い
ま
す
。

12月は目

《
倦
山
支
庁
耕
地
銅
山
》

《
役
場
耕
地
開
発
課
》

消
費
税

R
u
m
H消
費
税

肱
肱
ず
期
限
肉
納
何
を
!

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、

「
消
費
者
か
ら
の
預
か
り
金
」
と

も
言
え
る
税
で
す
。

定
め
ら
れ
て
い
る
期
限
ま
で
に

申
告

・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

O
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
納

付
は
、
確
定
申
告
に
よ
る
納
付
だ

け
で
な
く
、
前
年
度
の
消
費
税
に

応
じ
て
年
1
回
文
は

3
回
の
中
間

申
告
に
よ
る
納
付
も
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
の
で
、
計
画
的
に
資
金

手
当
を
行
い
、
期
限
ま
で
に
納
付

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情

の
あ
る
場
合
は
、
お
早
め
に
税
務

山
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
八
雲

税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

8
0
1
3
7
6
1
3
1
2
1
4
8
 

••••••••••••••••••••••••• 
町

道

民

税

第

3
期

国
民
健
康
保
険
税
第

6
期 •••••••••••••• 
の
納
期
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

北海道最低賃金平成12年10月 1日発行

| 日 額(円 時間額(円)

5060 633 

産業別最低賃金平成12年12月1日発行

市田制iI¥-L.，べ-Zj回
ココテコヨココべ実施申!

最低賃金の件名
最低賃金額

日額(円) 時間額(円)

乳製品、糖類、製造業 5.654 707 

鉄鋼業 5.977 748 

電気機械器具、製造業 5.624 703 

鋼船製造・修理業
船体ブロック製造業 5.684 7 1 1 
舟艇製造・修理業

北海道ではインターネット上に展示会場を

開設し、全道市町村のホームページの中身・内

容を10部門に分けたコンテストを開催してい

ます。出展されているホームページは人気投

票や選考委員会により審査が行われ、優秀な

市町村は表彰されることになっています。こ

れに併せ道産品の紹介も行われています。

今金町も 「わが街イチおし部門」・「ふるさ

とへの招待部門」にエントリーしております

ので、 一度アクセスしてみてください。投票

も忘れずに。

開催期間

• • 

(8) 

最低賃金又は労働保険についての詳しいことは、

北海道労働局 (~0 1 1 -709-2311)

若しくは労働基準監督署(支署)へ

平成12年10月1日~

平成12年12月31日

アドレス

http://川州 2000.pref.hokkaido.jp/index 

社会福祉協議会だより 12.11・10 曽我井 伸 之 下 山 敏 博

※光ご厚の皇学園、'&持圏、ざ社い会福祉協議会への多額のご寄付、 加 目指 千 代 富 回 康

1まありがとうご ました敬称略) 白 山 商 庖 古 )11 三代子
戸 室 ，叫山コ 義 石 井 禎 子

《千葉県》 竹 次 千恵子 相11 原 孝 雄 向島 卜 『、、 ノl日し 玉 圏 子
宮 本 F官 目11 岸 波 金 E下 《江差町》 ノ'1< 上 智 E ， 主告 AZEミN 

《青森県》 出 知l 美 前百 久保田 {乍 美 ホンマ電気商会 大 倉 啓太郎
) 11 口 隆 真 佐 藤 勇 治 《大成町》 米 山 素 子 芳 賀 芳 見
《甜11路市》 大 塚 陽 子 大 野 敏 己 イ手 藤 宏 典 安 H畢 チ ヨ
『兵 西 信 義 ~司 キ干 豊 田 中 静 子 i'ft 藤 文 田 キf 共 子
《帯広市》 }II ア lレ 《瀬棚町》 由 浅 食 堂 西 雪「 清 輝
久 保 佳 ￥ 」ー 石 }II 兼 近 藤 喜 教 池 みち子 安 藤 優
《帯広市》 《上磯町》 《北槍山町》 高 橋 実 多 回 守 伸
木 下 雅 紀 渡 辺 日召 ~ t 止l 栄 住 τEとコ 淳 多 田 絹 子
《清水町》 《知内町》 尾 崎 満智子 今金町職員組合 織 田 川目 子
清水旭山学園父兄会 五十嵐 史 日目 《今金町》 メ-ミ7 金 II/J 鈴 木 ，~ 、
《東藻琴村》 《大野町》 今金商工会 原 紺 綾 子 ァlく 上 目車 雄
原 紺 盛 雄 北 島 武 ま住 今金町陶芸同好会 はやし印刷 竹 内 ネL 子
《札幌市》 《八雲町》 境 田 ツ キ 八重樫 1青 石井照子 ・洋子
岡 田 久 J工 上 回 賢 奥 井 忠 男 安 藤 馨 今金婦人会
寸Ir.i主& 橋 正 彦 《長万部町》 中 キf 恭 子 山 口 キヌ子 d刃ミ， イ象 久 子
池 回 5i 彦 斉 木 正 員1) 八束小学校児童会 川 原ふとん庖 {罪 東 健
《函館市》 高 橋 /¥ jレ 内ケ島 ネ市 堀井幸男・由美子 杉 林 牙ι~ 子
佐々木 夫 《上ノ国町》 槍 山 広域連 今 村 規 子
久 保 周 市 金 子 日青 重 石 ) 11 { 先匁 典 古 谷 哲 男

]
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社会教育

だより
第289号

(重点目標)

固固圃回
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
設
で
も
が
、

町

の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

一
氷
年
の
ご

A
ゐ

に
感
謝
/
作
」

平
成
ロ
年
庭
教
育
砺
労
表
彰

本
町
の
教
育
、
体
育
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の

6

人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

O
近
藤
弘
毅
さ
ん
(
寒
昇
)

昭
和
則
年
か
ら
文
化
協
会
副
会

長
会
長
。
ま
た
社
会
教
育
委
員

等
の
要
職
を
歴
任
、

社
会
教
育
・

文
化
活
動
の
振
興
に
貢
献
し
た
。

O
村
上
雅
秋
さ
ん
(
昭
和
町
)

昭
和
制
年
か
ら
社
会
教
育
委
只

五
団
体
二
個
人
に

文

化

協

地
域
に
密
着
し
た
文
化
芸
術
の

振
興
や
団
体

・
グ
ル
ー
プ
、
会
員

な
ど
の
指
導
育
成
に
功
紋
が
あ
っ

た
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
メ
化
紘
興

-U》

O
池
坊
生
亀
社
中
(
代
表
生
亀
き
よ
え
)

昭
和
犯
年
結
成
以
来
、
華
道
の

普
及
発
展
に
努
め
る
一
方
、
総
合

文
化
祭
へ
の
作
品
を
出
展
す
る
な

ど
文
化
振
興
に
貢
献
し
た
。

O
池
坊
小
西
社
中
(
代
表
小
西
満
里
子
)

昭
和
刊
年
結
成
以
来
、
独
自
に

作
品
展
示
会
を
開
催
す
る
傍
ら
、

総
合
文
化
祭
に
参
画
さ
れ
る
な
ど

文
化
振
興
に
貢
献
し
た
。

O
専
正
池
坊
膝
村
社
中
{
代
農
村
ト
メ
ノ
)

結
成
以
来
愛
好
者
の
拡
大
と
華

道
の
普
及
指
導
に
努
め
、
総
合
文

化
祭
へ
継
続
的
に
出
展
し
文
化
振

興
に
貢
献
し
た
。

O
小
原
流
広
川
社
中
(
代
表
川
村
友
子
)

昭
和
同
年
結
成
以
来
、
定
期
的

な
稽
古
日
を
設
け
る
な
ど
、
技
術

向
上
と
親
睦
に
努
め
文
化
活
動
の

普
及
に
貢
献
し
た
。

O
利
別
俳
句
会
(
代
表
辻
知
子
)

昭
和
同
年
結
成
以
来
、
町
広
報

誌
へ
の
掲
載
、
総
合
文
化
祭
出
展

文
化
協
会
副
会
長
等
の
要
職
を
歴

任
、
社
会
教
育

・
文
化
活
動
の
娠

興
に
貢
献
し
た
。

O
丸
山
良
祐
さ
ん
(
美
利
河
)

昭
和
則
年
か
ら
文
化
財
保
護
委

員

・
平
成
2
年
よ
り
山
村
留
学
里

親
と
し
て
、
教
育
行
政
の
振
興
に

貢
献
し
た
。

O
広
田
儀

一
さ
ん
(
美
利
河
)

平
成

2
年
か
ら
山
村
留
学
推
進

協
議
会
を
設
立
、
以
来

ω年
2
ヶ

月
に
亘
り
里
親
と
し
て
教
育
行
政

に
貢
献
し
た
。

。
宮
越

一
夫
さ
ん
(
美
利
河
)

平
成

2
年
か
ら
山
村
留
学
推
進

協
議
会
を
設
立
、
以
来
凶
年
2
ヶ

月
に
亘
り
里
親
と
し
て
教
育
行
政

に
貢
献
し
た
。

O
宗
像
久
子
さ
ん
(
美
利
河
)

平
成
2
年
か
ら
山
村
留
学
推
進

協
議
会
を
設
立
、
以
来
凶
年
2
ヶ

月
に
亘
り
里
親
と
し
て
教
育
行
政

に
貢
献
し
た
。

t 

• • 

会

表

彰

を
は
じ
め
文
化
協
会
事
業
へ
の
参

画
な
ど
文
化
娠
興
に
貢
献
し
た
。

今
メ
化
川

O
佐
々
木
洋
子
さ
ん
(
末
広
町
}

今
金
白
鴎
会
入
会
以
来
、
研
鑓

を
積
ま
れ
、
函
館
書
芸
展
で
の
入

選
と
特
選
を
経
て
、
間
創
玄
主
催

書
道
展
(
東
京
都
)
に
て
入
選
。
愛

好
者
へ
夢
と
希
望
を
与
え
ま
し
た
。

O
百
成
百
合
子
さ
ん
(
栄
町
)

愛
好
し
て
い
る
油
絵
が
北
海
道

代
表
作
品
と
し
て
全
国
高
校
総
合

文
化
祭
に
出
品
さ
れ
、
文
化
連
盟

貨
を
受
賞
。
同
世
代
の
文
化
活
動

に
大
き
な
励
み
を
与
え
ま
し
た
。

司

問
い
合
わ
せ
は
、

一一tool
三
四
八
八

郵
便
ポ
ス
ト

る長3事淫害J種明
〈文化財扱訪日〉

わ
が
国
の
郵
便
ポ

ス
ト
は
‘
最
初
「
合

状
集
箱
」
と
よ
ば

れ
、
角
材
に
小
さ
な

箱
を
取
り
付
け
た
だ

け
で
し
た
。
そ
の

後
、
杉
材
を
使
っ
た

柱
型
の
黒
い
郵
便
箱

に
変
わ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
の
生
渥
学
習

受賞者代表で謝辞を述べる生亀きよえさん

る館日生 にも方 ---"-" をし 目聞で自

習zz t f 52 値目iこ廠じたスift-~宅 思て等院 fT 合会
は遡り取たか手 ずニ委戦り組あ l
次定まりスわな 申慮、募いケツ wlツ部で ま会る親 ユ員しの め つ ツ
の WJし入ポら方スしなつま lを 的少 やは ますな 教子 l会て場るたの
通的よれ|ずやポ込くてすシ通に年愛、た。ど室やスでみとよラ楽
りにう 、ツ 、高 |ん総い。ヨし練 団好体、 をや仲ポはるしうイし
で活。充を個齢ツで合ま新ンて習が会育総 実大 間 l 、のて、フみ
す動総実日々 者 の 下体 す入をコ や 、・ 協合 施会でツ年も色まス方
。し合し ζ の ・好さ育の会図ミ ス 毎ス会体 し ・楽や問必々たタと
て体たろ 体子き い館で uつユポ遡ポ専育 て 講 し flニを主主な 、イし
い育 係の力どな 。へ 速をてこ l定|門館 い習め齢通。極仲ルて

写
真
の
よ
う
な
赤
い
丸
型
の
ポ
ス

ト
に
近
い
形
状
に
な

っ
た
の
は
、

明
治
引

(
1
9
0
8
)
年
か
ら
で

す。
写
真
の
ポ
ス
ト
は
今
金
市
街
地

に
あ
っ
た
も
の
で
、
現
在
教
育
委

員
会
で
保
管
し
て
い
る
も
の
で

す
。
高
さ

1
メ
ー
ト

ル
鈎
セ
ン
チ
の
鋳
鉄

製
で
、
そ
の
下
に
花

こ

う

岩

(
御
影
石
)

製
の
高
さ
初
セ
ン
チ

の
根
石
を
つ
け
て
い

ま
す
。
現
在
で
は
、

ア
ル
ミ
製
の
箱
形
の

も
の
が
普
及
し
、
丸
型
の
ポ
ス
ト

は
今
金
と
種
川
の
郵
便
局
前
の

2

つ
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

参

考

文

献

「

北
海
道
の
民
具」

(北
海
道
新
聞
社
刊
行
)

(10) 

今
月
は
空
手
道
を
通
し
て
子
ど

も
逮
に
武
道
の
紫
哨
ら
し
さ
を
伝

え
て
い
る
内

ヶ
内
閣
万
寿
男
さ
ん

(
寒
昇
)
を
紹
介
し
ま
す
。

内
ヶ
品
さ
ん
は
以
前
空
手
道
で

は
な
く
柔
道
の
選
手
と
し
て
活
躍

し
、
各
大
会
で
好
成
績
を
残
す
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
万
能
で
す
。

空
手
道
を
始
め
て
か
ら
も
様
々

な
大
会
に
出
場
し
日
々
自
分
へ
の

挑
戦
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

「武
道
は
礼
に
始
ま
り
礼
で
終

わ
る
、
な
ん
だ
か
古
く
さ
い
け
ど

独
特
の
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
今
の

子
ど
も
に
欠
け
て
い
る
モ
ノ
を
見

• • 
。
午
前
中

(
愛
好
会
)

マ
火

・
木
眼
目
ビ
ー
チ
バ
レ

l

マ
マ
さ
ん
テ
ニ
ス

ミ
ニ
テ
ニ
ス

マ
水
剛
山
日

マ
水
・
金
曜
日

マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

〈〉
夜
間

(体
協
専
門
部
)

マ
火
曜
日

卓

球

マ
水
曜
日
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

マ
木
曜
日
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

マ
金
曜
日

バ

ス

ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

マ
土
曜
日
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

。
午
後
(
体
協
専
門
部
)

マ
水

・
金

曜

日

ゲ

l
ト
ボ

l
ル

(
ス
ポ
ツ
少
年
団
)

マ
火

・
木

眼

目

剣

道

マ

水

金

嶋

田

空

手

道

・
柔
道

つ
け
e
た
し
て
く
れ
る
気
が
す
る
。
」

と
力
強
く
諮

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

指
導
者
と
し
て
昭
和
印
年
か
ら
鉛

年
間
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
も
大
人
も
、
全
て
が

自
分
の
子
ど
も
の
頃
と
は
随
分
と

変
わ
り
ま
し
た
。
で
も
空
手
に
打

ち
込
ん
で
い
る
子
ど
も
達
を
見
て

ほ
っ
と
し
て
い
る
自
分
に
気
づ
き

ま
す
。
武
道
は
人
の
道
と
同
じ
、

相
手
の
気
持
ち
を
敬
う
こ
と
で
、

は
じ
め
て
自
分
を
見
つ
め
直
す
こ

と
が
で
き
そ
う
で
す
。
」
厳
し
さ

と
優
し
さ
、
夢
と
希
望
を
与
え
続

け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

14 11 10 9 5 【 i性
12 1'-L 

品 (f)(『)(E) 品E語
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リ館会ポ館会民育大合 I Iセ進金 fT 
18ス l バ館会会ルパン委 IIIJ 富

マ 19ツ 9 ス レ大| 夕員青 空
30ス 指.ケ 9 ク会キ |会少 寺

00導 00ツリ&ツ年 の
町コ 員 ト 00エ子 ク 19i連 ロ
民ン総実総ボ |どベ 全 Ji 
セサ 合技 合| 総シも 00育 干王

2-3550番です。{不在の時や夜間は留守番電話になります}

ン
タ
!

ぱ
山
田
町
四
ツ
葉
会
女
性
の
つ
ど

い

川
目
。
初
町
民
セ
ン

14 11 ":' 
日日 A
(日木)己

合一 合る 1 タ
体首子体た 13
育大ど育教日
館会も fli室(土)

A 
"I< 

9述 13子
合ど
30会 00も
百会
総人 総か

いじめなどの相談電話l草、
(11) 



家
の
中
で
の
移
動
段
差
を
乗
り

越
え
る

・
家
で
の
入
浴
・
ト
イ
レ
か

ら
の
心
ち
上
が
り
な
ど
、
健
常
者
に

と
っ
て
は
何
気
な
い
こ
と
が
、
高
齢

者
・
障
害
者
の
方
に
と
っ
て
は
困
難

と
感
じ
て
い
ま
す
。
家
の
中
で
の
移

動
が
苦
で
ベ
ッ
ト
で
寝
て
い
る
時
間

が
多
く
な
り
、
し
ま
い
に
は
寝
た
き

り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
方
も
い

ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
防
ぐ
に
は
家

の
中
を
改
修
し
安
心
で
快
適
な
住
宅

に
す
る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。
そ

こ
で
今
回
は
住
宅
改
修

・
福
祉
用
具

購
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
給
付
制
度
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

安全で快適に
暮らせる住宅

• 差F量• 
， 

1~2月みんな

12月9日(土)
."しいお知ら
せは閥覧続開 113:30-15: 30 
腕り込み写でお
知らせします.

さを感じ 112月138(， 
14 

今金町町民センター

*送迎パス運行します.週行
表はちらしでご離日下さい

邑合福祉施設内保畦センターウマチ 112月18日明)110:00-
いる方

段
差

・
ト
イ
レ
・
浴
室
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
説
明

し
た
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
改

修
方
法

・
福
祉
用
具
が
あ
り
ま

す
の
で
、
住
宅
改
修
・
福
祉
用

具
を
購
入
し
た
い
方
は

「
総
合

福
祉
施
設
と
し
べ
つ
内
在
宅
介

輔
副
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お
気
軽

に
ご
連
絡
下
さ
い
。

T
E
L
 
。Ll
l

っ“勺
4
0
0
ハU

(
1
月
号
住
宅
改
修
・福
祉
用
具

購
入
給
付
制
度
に
つ
い
て
掲
載

予
定
)• • 原則として訪問します.予約制です.

下目玉巳障害のある方にとっては低い位置から

の立ち上がりが困難です。和式便器の場合巴1"
和式便器の上|こ洋式便器の力パ を直接設置す

る万法があります。洋式便器でも低いという万

CI"備高便座 (便座を高くするもので高さ 5cm

高くできます)を洋式便器の上巳のぜると便器

の高さが高くなります。ま芝座つだ位置の目線

の前方に手すりを設置すると、よりスム ズに

立ち上がれるでしょう。

• トイレ• 

総合福祉施設内保世センタ

八雲保健所今金支所

段差がたくさんあるという家は多い

のでI"tcよいでしょうか。そん怠段差を
スムーズに歩いたり ・車椅子で乗り越

えをりする巳は、スロープを設置し段

差を解消する万活があります。スロー

フ・1"傾斜Cなっているので、出入り口

等巴手すりを設置すると歩行 ・車椅予

での移動がスムーズにいきます。

、

3
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i
-
-
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生後4ヶ月児

生後3歳2

股|朗節脱臼検査

誌合福祉施設内保健tンター生後4.7. 10. 12ヶ月煙乳児他診

総合福祉施設

会無11<地区巡 IIIJJ~時ご本 1mの方へお願い会
*畳陪'1'し込み予約 ・他陣保険証老人医由畳給If証 (70才以上回ブ'J)をお忘れになりますと 八雲総合病院の事務がスムーズに週ぱなくなりま
すので ご協力をお願い申しあげます.予約巾し込みは 「としベつ』まで.
*荊院の都合により日時の変更もありえますので 田監などで同山崎詔ください.
く予約巾し込み 聞い合わせ先〉
能合福祉施設としべつ 保健福祉課随曲づく り保

9 :00-12:00 12月20日(水lすくすく干育てダイヤル

{屯J~) 2 -2 7 8 0 

• • 
現
ガ
ン
・

子
宮
ガ
ン

仁
フ
い
E

-R乳ガ
ン
1
食
生
活
が
高
脂
肪
食

化
し
て
き
た
た
め
も
あ
り
、
乳
ガ

ン
に
椴
思
す
る
人
、
乳
ガ
ン
で
死

亡
す
る
人
と
も
に
上
昇
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
日

i
m歳
の
閉
経
期
後

の
年
齢
層
に
多
く
み
ら
れ
る
よ
う

で
す
。
乳
ガ
ン
に
な
り
や
す
い

「
高
危
険
因
子
」
が
認
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
方
で

す
。
①
家
族
歴
0

・母

・
姉
妹
が
乳

ガ
ン
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
特

に
家
族
歴
に
二
人
以
上
の
乳
が
ん

の
方
が
い
る
場
合
は
い
な
い
人
に

比
べ
川
倍
の
ガ
ン
発
生
の
危
険
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
自
分
自
身
が
乳
ガ
ン
そ
の
他
の

乳
腺
疾
患
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

③
高
年
出
産
の
人
④
未
経
産
の
人

⑤
過
剰
栄
養

。
高
蛋
白

・
高
脂
肪

に
よ
る
肥
満
が
あ
る
人
。
こ
れ
ら

の
人
は
よ
り
積
僅
的
に
ガ
ン
検
診

を
受
け
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
方
が
ま
わ
り

に
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
、
検
診
を
す

す
め
て
く
だ
さ
い
。

-R
子
宮
ガ
ン
検
診

1
子
宮
ガ
ン
で

死
亡
す
る
方
は
検
診
の
普
及
と
女

性
の
ガ
ン
知
識
の
向
上
に
よ
っ
て

パ山、

〕内ノ』1
 
〔

• 家で入浴しだいけど、「浴憎が高くま

だぐことができない」という万|こは、

すのこで床面を上げ起り ・シャフー梅

子を浴槽と同じ高さ|こして座つだまま

で浴槽¢出入りをする方法もあります。

ま左手すりを設置すること巴よって支

え巴なつをり ・入浴中の姿勢を保って

くれます。

室浴• 年
々
減
少
し
、
現
在
は
横
ば
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
子
宮
ガ
ン

の
う
ち
、
子
宮
内
膜
に
で
き
る
も

の
を
「
子
宮
体
ガ
ン
」
子
宮
の
入

口
に
で
き
る
も
の
を

「
子
宮
頚
ガ

ン
」
と
呼
び
ま
す
。
日
本
で
は
圧

倒
的
に
頚
ガ
ン
の
割
合
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
体
ガ
ン

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
体

ガ
ン
は
閉
経
後
の
人
に
多
く
、
比

較
的
早
く
か
ら
大
部
分
の
人
に
不

正
出
血
等
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

検
診
を
受
け
る
と
き
に
、
「
出
血
だ

か
ら
」
と
遠
慮
し
て
受
診
し
な

い
方
も
い
る
の
で
す
が
、
ガ
ン
の

症
状
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す

の
で
気
に
せ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
黄
色
や
茶
褐
色
、
ピ
ン
ク

色
の
お
り
も
の
に
も
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
特
に
閉
経
後
の
不
正
出
血

は
危
険
信
号
で
す
。

「お
か
し
い

な
」
と
思
っ
た
ら
す
く
に
婦
人
科

等
で
診
察
を
う
け
ま
し
ょ
う
。
今

金
町
で
も
年
l
回
乳
ガ
ン

・
子
宮

ガ
ン
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

来
年
1
月
内

・
初
日
に
と
し
べ
つ

に
て
実
施
し
ま
す
。
初
め
て
受
け

ら
れ
る
方
も
気
軽
に
お
受
け
下
さ

い
。
近
く
な
り
ま
し
た
ら
新
聞
折

り
込
み
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

予
約
制
で
す
。
(
健
康
づ
く
り
係
)

〕
内
‘1
 
〔



3織のアイドル
りょうや

瞭哉ちゃん

(平成10年9月20日生まれ)
大和町 山北達哉さん、美代さんの長男

【親から]
いつも元気な隙哉です。

仮而ライダークウガとイチゴが大好
です。最近 “よさこい も自分でふり

を付けて踊るのにハマッています。
盟、いやりのある、たくましい子になっ
てね!

砂山北

税を知るi昼間

「ひだまり」で展示

d 

なお

奈桜ちゃん

(平成10年9月4日生まれ)
港口忠大さん、由美子さんの長女

‘j畢口
八束中央

【親から】
すごいパワーの持ち主。
とにかく体を動かす事が大好きな女の

子です。

これからもパワ 主凶で元気に育って
ほしいです。

国
税
庁
が
、
税
に
つ
い
て
よ
り
深

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
日
月

日
日
1
口
日
ま
で
の
期
間
を

「税
を

知
る
週
間
」
と
定
め
て
、
全
国
で
統

一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
町
と
今
金
町
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
で
は
、
町
内
各
小
学
校
に
呼
び

か
け
税
に
関
す
石
習
字
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、

1
1
8
点
が
集
ま
り
期
間

中
み
ん
な
の
広
場
「
ひ
だ
ま
り
」
で

展
示
さ
れ
、
訪
れ
る
人
の
関
心
を
呼

ん
で
い
ま
し
た
。

0$略。号。 住民の動態 。gやや
10月末現在

前日対比

(ム 3)

84 -5321 

休日当番医

北倫山町立国保病院(北恰山)

瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)

12月3日

7，087人

3，419人(ム

3，668人(

口

数男
女

帯

人

世
87-2470 10日

)

)

)

 

4
4

1
i

つω

82-0221 

84 -5011 
2， 718世帯(

ロおたんじようおめでとう

蛇名 りえちゃん 10月23日(保護者 春幸)上種川(31日は正午まで)
※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、ご7ii<下さい。

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

今金町立国保病院(今金)

道南ロイヤル病院(北槍山)

岩間医院(今金)

17日

23日

82-0057 

84 -5011 道南ロイヤル病院(北槍山)

24日

31日

ζ 

固 いつまでもおしあわせに※診療時間
4酔

iJイ波法勝美さん(住吉)=田村しのぶさん(瀬棚町)

(光台)

(日の出町)

(上 稲穂、)

(南栄 IUJ)

(八鈴)

~おくやみもうしあげます

今野

キ、I

午前10時から正午まで

午後l時から3時まで

LL.L.L....L. 1..1............. 
日間
②
0
1
1
1
番

78歳10月21日

10月21日

かほるさん

59歳

86歳

子さん幸

10月22日みさん

雄さん

ふ

鉄

禁

固

崎
65歳

79歳

10月27日

11月13日勇さん

上

千

角

谷

小児科外来の診療時間変更のお知らせ

小児科外来は、毎週月曜日と水曜日の午後からの診

療となっておりますが、次の期日については、診療開

始時間が午後2時以降に変更となりますのでお知らせ
11月15日受付分まで

渡島半島横断道路花石道路
12月20日(水)午後 1時開通
詳しいお問い合わせは

函館開発建設部 瀬棚道路総合事業所
801378-7-3103 

いたします。

【小児科外来時間変更日】

12月4日(月)

12月11日(月)

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

〕組斗1
 
〔

(今金町立国保病院)

| 新年号は it~月間発行いたし杭


